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　私がITUの国際標準化活動に関わり始めたのは、今から15年ほ
ど前になります。当時、（株）富士通研究所に在籍していた私は、
ITU-Rにおける第四世代移動通信の国際標準化に関わることにな
りました。当時は、IMT-Advancedと呼ばれ、ITU-Rでは、SG8の
WP8F（現在のSG5 WP5D）で標準化活動が進められていました。
特に我々が担当したのは、移動通信システムの所要周波数帯域幅
の算出方法に関するものでした。従来、移動通信システムの周波
数帯域設計は、古典的な通信トラヒック理論が採用され、勧告
M.1390に規定されていました。IMT-Advanced移動通信システム
では、多種多様なサービスカテゴリのトラヒックが発生すること
が想定され、従来の古典的な算出法では限界があること、また、
世界各国が所要帯域幅の見積もりのために利用することを想定
し、算出法の計算アルゴリズムが簡素化されていることなどが課
題となっていました。このため、当時、日本の筑波大学やドイツの
アーヘン工科大学などアカデミアと連携し、多様なサービスカテ
ゴリを考慮した算出法について検討が進められました。特に、我々
がITU-R WP8Fに提案したものの中で、回線交換型トラヒック向
けにErlang-B式を多次元に拡張した算出法が勧告案として採択さ
れ、当時のITU-R SG8において、M.1768として承認されました。
その後、欧州のWINNERプロジェクトと共同で、SPECULATOR
と呼ばれる所要周波数帯域算出ツールが開発され、世界各国が自
国での所要周波数帯域の見積もりのために利用されることになり
ました。勧告M.1768は、その後、現在のITU-R SG5 WP5Dで継
続検討され、第五世代移動通信（5G）向けに2013年4月に改版＊

されています。皆様もよくご存知のように、5Gは、2020年の実用
化を目指して、現在もITUや3GPPなどで標準化検討が進められ
ています。出版編集委員のひとりとして、このような、ITUにお
ける標準化活動の最新動向を読者の皆様にお届けできように努め
ていきたいと考えています。
＊Recommendation ITU-R M.1768-1：“Methodology for calculation of 

spectrum requirements for the terrestrial component of International 
Mobile Telecommunications”（04/2013）
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　世界電気通信開発会議（WTDC）は、ITU電気通信開発セクター
（ITU-D）における4年に一度の最高意思決定会議であり、次の
WTDCまでの会期におけるITU-Dの活動指針及び重点課題、研究
委員会（SG：Study Group）及びそこで取り扱う研究課題

（Question）の内容及び構成等の議論を行います。世界中で地域
準備会合が開かれてきたWTDC-17は、10月9日から20日、アル
ゼンチンのブエノスアイレスで開催されます。テーマは「“ICT 
for Sustainable Development Goals”- ICT④SDGs」です。
　ITUジャーナルでも会合報告記事を掲載しますので、楽しみに
お待ちください。
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